
食品用紙容器回収のとりくみと

紙製カップ麺容器の洗浄実験

戸塚美優 永野歩 山田紗矢
（指導教員 杉山千歳）

食品衛生学研究室



活動内容

Ⅰ 食品用紙容器の回収

Ⅱ  雑がみリサイクル及び
食品用紙容器回収の啓発活動

Ⅲ  紙製カップ麺容器の洗浄実験

Ⅳ 食品用紙容器の劣化実験



Ⅰ 食品用紙容器の回収
背景：浜松市の家庭から出る可燃ごみの約30％を紙類が占

めている。浜松市は、紙類を削減するための取り組みとし
て、古紙回収対象外である食品用紙容器のうち比較的汚
れや匂いの少ない、アイスクリームカップ、ヨーグルトカッ
プ、紙コップを回収する事業の実証実験を行っている。

目的：私たちの研究室では、令和3年度からこの実証実験に
参加・協力してきた。本年度も引き続き参加・協力した。

方法：5号館入口（令和3年度～）と本館１階のコンビニ付近
（令和４年度～）に回収ボックスを設置し、定期的に回収
し、集計した。
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結果：３年間に回収した食品用紙容器の回収量を以下に示
した。３年間の合計で４３.８ｋｇを回収した。これは、浜松
市全体で回収した量の６.４％にあたる。

11月までで

10.4 kg





Ⅱ 雑がみリサイクル及び
食品用紙容器回収の啓発活動

目的：「雑がみを使ってオリジナルしおりを作ろう！」をテー
マに、7月に浜松キャンパスで実施された、キッズオープ
ンキャンパスに参加し、小学生と保護者を対象に雑がみ
のリサイクルと食品用紙容器回収の啓発活動を行った。

１ 雑がみを材料にしおり作りを行うことで、雑がみに触れ、
雑がみのリサイクルに興味を持ってもらう。

２ 正しい雑がみのリサイクル方法や、食品用紙容器回収
事業を知ってもらうことで、可燃ごみの減少に繋げる。



発表内容：以下に示すポスターを掲示した。





Ⅲ 紙製カップ麺容器の洗浄実験
目的：現在紙製カップ麺容器は、「食品用紙容器回収事業」

の回収対象ではないが、回収対象に含めることができれ
ば、紙のリサイクル量の増加につながる。その際、なるべ
く簡便に洗浄できることが望ましいと考えられる。そこで、
家庭で行える洗浄方法により、どの程度洗浄できるかを
評価した。

方法：食後のA社の紙製カップ麺容器（ノーマル味、トマト味、
カレー味）を、４つの方法で洗浄した。洗浄後に、でんぷ
ん（ヨウ素溶液）、油分（オイルレッド溶液）、たんぱく質
（ニンヒドリン溶液）の残留試験を行った。



① カップに水を満たし、１時間放置した後、水洗い

② カップに洗剤溶液を満たし、１時間放置した後、水洗い

③ 洗剤をつけたスポンジでこすった後、水洗い

④ ティッシュペーパーで拭き取る

※ ①～③で最後に行った「水洗い」は、カップを水道水で
満たしてからこぼす作業を3回行った。



ノーマル トマト カレー

結果：以下に洗浄後の様子と残留試験の結果を示す。

調理・食後の洗浄前の状態①

調理前の麺を取り出した状態

ノーマル トマト カレー

洗浄後の状態

ノーマル トマト カレー

①

②

③
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ノーマル トマト カレー
でんぷん 油分 たんぱく質 でんぷん 油分 たんぱく質 でんぷん 油分 たんぱく質

①

②

③

④

残留試験の結果



でんぷん 油分
洗浄前の残留試験（ノーマル）

• でんぷんは、洗剤をつけたスポンジでこすったものと、ティッシュペーパーで

拭いたものは残留が認められなかった。これに対し、水や洗剤溶液につけ

ておいたものでは、青紫色部が検出され、でんぷんの残留が認められた。

• 油分は、どの洗浄方法でも赤色部が検出され、残留が認められた。洗剤を

つけたスポンジでこすったものや、ティッシュペーパーで拭いたものに比べ、

水や洗剤溶液につけておいたもののほうが多くの油分の残留が認められた。

• たんぱく質は、洗剤を使用した洗浄方法に比べて、洗剤を使用しなかった洗

浄方法で紫色が検出され、残留が認められた。

調理前の麺を取り出した状態（ノーマル）
でんぷん 油分 たんぱく質



考察：以上の結果から、紙製カップ麺容器をリサイクルに適
するよう洗浄するためには、食器と同じように洗剤をつけ
たスポンジでこするか、紙で拭きとる必要がある。

食品用紙容器をリサイクルする場合、容器に食品残
差が付着していると、カビが発生し結果的にリサイクルで
きなくなったり、回収時に害虫が発生することがあるため、
洗浄する必要がある。その際により簡便な洗浄方法が望
まれるが、カップ麺は油分が多いことから、食器と同程度
の洗浄が必要であった。洗う手間や、洗い流すための水
道代がかかると考えるか、食器と同程度なら洗うことは
可能と考えるかが、ごみになるか資源になるかの分岐点
になると思われる。



提案：洗浄してもカップの底面部の汚れは残りやすいため、
紙製カップ麺容器のリサイクルをするなら、下に示すよう
にカップを切断して側面のみを回収すると良いかもしれ
ない。

点線の部分で切り取る 側面だけリサイクルする



Ⅳ 食品用紙容器の劣化実験
目的：ポイ捨てされた紙容器が自然環境中でどのように変

化するかを調べる。

方法：使用済みのヨーグルト用カップと各種飲料用紙コップ
(同種のもの3個ずつ)を５号館屋上に放置し、経時的に観
察した。0日目、157日目に重量を測定した。

紙容器を洗浄⇒50℃で一晩乾燥⇒デジケーター中で放冷⇒重量測定



結果：以下に0日目と157日目の重量を示す。

カップの種類

重量(ｇ)

減少量(ｇ) 減少率(％) カップの種類

重量 (ｇ)

減少量(ｇ) 減少率(％)

0日目 157日目 0日目 157日目

ヨーグルト
A

① 16.0 15.6 0.4 2.5
紙コップ

MC

① 9.7 9.6 0.1 1.0

② 16.2 16.0 0.2 1.2 ② 9.8 9.7 0.1 1.0

③ 16.1 14.2 1.9 11.8 ③ 9.7 9.6 0.1 1.0

ヨーグルト
B

① 8.2 8.1 0.1 1.2
紙コップ

SE

① 9.7 8.8 0.9 9.3

② 8.2 8.0 0.2 2.4 ② 9.7 7.9 1.8 18.6

③ 8.2 8.1 0.1 1.2 ③ 9.6 8.7 0.9 9.4

飲む
ヨーグルト

① 6.7 6.7 0 0
紙コップ

中

① 4.5 1.8 2.7 60.0

② 6.0 5.9 0.1 1.7 ② 4.5 3.2 1.3 28.9

③ 6.0 5.9 0.1 1.7 ③ 4.6 0.7 3.9 84.8

紙コップ
SB

① 11.7 11.6 0.1 0.9
紙コップ

小

① 1.9 1.0 0.9 47.4

② 11.7 11.4 0.3 2.6 ② 1.9 0.9 1.0 52.6

③ 11.7 11.5 0.2 1.7 ③ 1.9 0.6 1.3 68.4



考察：ヨーグルトカップは、157日目でもほとんど劣化しな

かった。紙コップは種類により劣化に差が見られた。コー
ヒー店やコンビニエンスストアの紙コップは劣化しにく
かったが、家庭用紙コップは劣化しやすかった。著しく劣
化が進んだものは、防水加工用のプラスチックのみが
残ってる状態であり、プラスチックによる環境汚染の原因
に繋がると考えられる。このことから、木質資源のリサイ
クル向上とプラスチックによる環境汚染防止の両面から
食品用紙容器の回収は有効であると考えられる。
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